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時
、
日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
う

に
は
北
極
圏
ル
ー
ト
を
飛
行
す
る
。
米

ソ
冷
戦
時
代
が
続
い
て
い
た
の
で
、
旧

ソ
連
が
シ
ベ
リ
ア
上
空
を
開
放
し
て
い

な
か
っ
た
か
ら
だ
。
後
で
知
っ
た
こ
と

だ
が
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
は
サ
バ
イ
バ
ル

銃
が
常
備
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
対
策
で
は
な
く
不
時
着
に
備

え
て
も
の
だ
っ
た
。
不
時
着
す
れ
ば
ホ

ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
に
乗
客
が
襲
わ
れ
る
リ

ス
ク
に
備
え
て
の
も
の
だ
。

搭
乗
機
は
、
給
油
の
た
め
米
国
ア
ン

カ
レ
ッ
ジ
空
港
で
ス
ト
ッ
プ･

オ
ー
バ

ー
す
る
。
す
で
に
そ
の
こ
ろ
空
港
内
に

は
日
本
人
乗
客
目
当
て
の
立
ち
食
い
の

う
ど
ん
屋
が
大
型
免
税
店
の
一
画
に
あ

っ
た
。
経
営
者
は
韓
国
の
方
だ
っ
た
。

値
段
も
覚
え
て
い
る
。
１
杯
10
ド
ル
も

し
た
。
１
ド
ル
３
６
０
円
な
の
で
３
６

０
０
円
。
ぼ
っ
た
く
り
に
近
い
。
貧
乏

旅
行
の
身
に
は
手
が
出
る
金
額
で
は
な

か
っ
た
。

当
時
、
ド
イ
ツ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
空

港
は
、
北
部
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
空
港
だ
っ

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
屈
指
の
商
業
港
が
あ

る
の
で
日
本
か
ら
多
く
の
企
業
が
拠
点

を
置
い
て
い
た
。
そ
の
関
係
で
利
用
客

水
田
活
用
問
題
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
な

テ
ー
マ
を
扱
う
と
、
な
ぜ
か
そ
の
翌
月

は
脱
力
感
が
残
る
。
取
材
と
執
筆
に
全

力
投
球
し
た
後
遺
症
（
笑
）
か
も
し
れ

な
い
。
今
月
は
、
息
抜
き
の
話
題
に
し

た
。
大
好
き
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
記
の

よ
う
な
も
の
を
取
り
上
げ
て
み
る
。

半
世
紀
前 

初
め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行

初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
旅
し
た
の

は
、
学
生
時
代
の
１
９
６
９
年
の
こ
と

だ
か
ら
半
世
紀
以
上
前
の
こ
と
。
Ａ
Ｉ

Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
（
ア
イ
セ
ッ
ク
、
国
際
経
済

商
学
学
生
協
会
）
主
催
の
海
外
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
た
め
だ
っ

た
。航
空
運
賃
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
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土門 剛 どもん　たけし

７
月
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
出
発
の
往
復
で

19
万
８
０
０
０
円
、
燃
油･

サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
は
ま
だ
な
か
っ
た
。

当
時
、
男
子
大
卒
初
任
給
（
月
額
）

は
３
万
１
２
０
０
円
。
い
ま
の
貨
幣
価

値
に
換
算
す
る
と
、
21
年
度
大
卒
初
任

給
が
22
万
５
４
０
０
円
な
の
で
、
６
・

３
倍
分
、
１
０
０
万
円
以
上
の
航
空
運

賃
と
い
う
こ
と
な
る
。
旅
行
費
用
は
、

２
年
ぐ
ら
い
ア
ル
バ
イ
ト
で
稼
い
で
捻

出
し
た
。

羽
田
空
港
か
ら
の
搭
乗
機
は
、
日
本

航
空
ダ
グ
ラ
ス
Ｄ
Ｃ–

８
だ
っ
た
。
当

Ｅ
Ｕ
内
の
地
域
文
化
が
示
す
存
在
感

ま
た
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
へ

が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
空
港
は
、
国
際
的
な
ハ
ブ
空
港
を
目

指
し
て
大
が
か
り
な
空
港
整
備
の
最
中

で
、ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
空
港
に
な
る
の
は
、

新
し
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成
し
た
１
９

７
２
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
大
手
化
学

品
メ
ー
カ
ー
「
Ａ
Ｇ
Ｆ
Ａ
」（
ア
グ
フ

ァ
社
）と
決
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

レ
バ
ー
ク
ー
ゼ
ン
の
本
社
を
訪
れ
、
簡

単
な
面
接
を
受
け
て
、
そ
の
場
で
ク
ビ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
肝
心
の
ド
イ
ツ

語
が
、
研
修
に
必
要
な
レ
ベ
ル
に
達
し

て
い
な
い
こ
と
が
理
由
だ
っ
た
。
現
地

Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
、
代
わ
り
に
見
つ
け

て
く
れ
た
研
修
先
が
、
ド
イ
ツ
西
部
の

ケ
ル
ン
と
い
う
町
の
銀
行
だ
っ
た
。
そ

こ
で
銀
行
員
の
真
似
事
を
や
る
羽
目
に

な
っ
た
。

変
動
相
場
制
の
洗
礼
を
受
け 

デ
イ
・
ト
レ
ー
ド
も
ど
き

シ
ュ
パ
ル
カ
ッ
セ･

デ
ア･

シ
ュ
タ

ッ
ト･

ケ
ル
ン
、ケ
ル
ン
市
貯
蓄
銀
行
。

ケ
ル
ン
市
が
運
営
す
る
庶
民
の
金
融
機

関
だ
。
日
本
な
ら
東
京
都
の
石
原
慎
太

郎
元
知
事
が
設
立
し
た
新
銀
行
東
京
と

い
っ
た
と
こ
ろ
。
数
年
前
、
元
職
場
を

訪
れ
た
と
き
に
は
、
隣
町
の
ボ
ン
に
あ

る
貯
蓄
銀
行
と
合
併
し
て
ケ
ル
ン･

ボ

ン
貯
蓄
銀
行
と
い
う
名
称
に
な
っ
て
い
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た
。
競
争
相
手
は
、
庶
民
相
手
と
い
う

こ
と
で
信
用
協
同
組
合
や
ポ
ス
ト
バ
ン

ク
（
郵
便
貯
金
）
な
ど
だ
。

配
属
さ
れ
た
の
は
、
ケ
ル
ン
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
、
世
界
最
大
の
ゴ
シ
ッ
ク
建

築
と
し
て
知
ら
れ
る
ケ
ル
ン
大
聖
堂
近

く
の
支
店
。
そ
の
外
国
為
替
カ
ウ
ン
タ

ー
だ
。

大
聖
堂
に
は
世
界
各
国
か
ら
観
光
客

が
や
っ
て
く
る
。
観
光
客
の
た
め
の
両

替
が
仕
事
だ
っ
た
。
米
国
と
英
国
の
ツ

ー
リ
ス
ト
が
、
ド
ル
や
ポ
ン
ド
な
ど
を

旧
西
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
（
以
下
、マ
ル
ク
）

に
交
換
し
て
く
れ
と
や
っ
て
く
る
の

だ
。
こ
の
支
店
に
配
属
し
て
く
れ
た
の

は
、
ド
イ
ツ
語
を
使
わ
な
く
て
も
仕
事

が
で
き
る
と
い
う
配
慮
だ
っ
た
。

た
い
し
た
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た

が
、
こ
の
職
場
で
の
最
大
の
経
験
は
、

今
で
は
当
た
り
前
の
変
動
相
場
制
の
洗

礼
を
受
け
た
こ
と
だ
。
日
本
が
１
ド
ル

３
６
０
円
の
固
定
相
場
を
捨
て
る
の

は
、
そ
の
４
年
後
の
こ
と
に
な
る
。

当
時
は
フ
ラ
ン
危
機
の
最
中
だ
っ

た
。
ド
イ
ツ
に
比
べ
て
経
済
力
に
劣
る

フ
ラ
ン
ス
の
通
貨
フ
ラ
ン
が
、
投
機
筋

か
ら
狙
い
撃
ち
に
さ
れ
て
い
た
。
あ
る

と
き
、
支
店
長
に
「
な
ぜ
フ
ラ
ン
が
下

落
、
マ
ル
ク
が
値
上
が
り
す
る
の
か
」

と
質
問
し
て
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
支

店
長
氏
の
回
答
は
実
に
シ
ン
プ
ル
。「
フ

ラ
ン
ス
人
の
金
持
ち
が
マ
ル
ク
を
買
う

か
ら
」。

正
直
、
こ
れ
を
理
解
す
る
の
に
相
当

時
間
が
か
か
っ
た
。
た
だ
す
ぐ
に
反
応

し
た
こ
と
が
あ
る
。「
何
を
参
考
に
す

れ
ば
、
フ
ラ
ン
や
マ
ル
ク
の
動
き
を
理

解
で
き
る
か
」と
質
問
。
支
店
長
は「
駅

に
ヘ
ラ
ル
ド･

ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
と
い
う

英
字
紙
が
あ
る
。
そ
れ
を
読
め
ば
、
ヒ

ン
ト
が
つ
か
め
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
く
れ
た
。

ヘ
ラ
ル
ド･

ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
（
通
称

ヘ
ラ
ト
リ
）
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン･

ポ
ス

ト
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク･

タ
イ
ム
ズ
が
折

半
出
資
し
て
パ
リ
で
発
行
。
世
界
各
地

で
発
売
さ
れ
て
い
た
。
宅
配
は
な
く
中

央
駅
で
売
ら
れ
て
い
た
。
当
時
は
、
経

済
情
報
を
入
手
す
る
に
は
、
ヘ
ラ
ト
リ

し
か
な
か
っ
た
。

日
本
か
ら
持
っ
て
き
た
50
万
円
ほ
ど

の
滞
在
費
用
で
小
遣
い
銭
稼
ぎ
を
思
い

つ
い
た
。
マ
ル
ク
が
下
が
っ
た
と
き
に

マ
ル
ク
を
買
い
、
上
が
っ
た
と
き
に
売

る
と
い
う
デ
イ･

ト
レ
ー
ド
に
近
い
運

用
だ
。
２
カ
月
ほ
ど
で
１
０
０
マ
ル
ク

ぐ
ら
い
は
鞘
を
抜
く
こ
と
が
で
き
た
。

１
マ
ル
ク
70
円
の
時
代
だ
っ
た
。

無
事
、
ケ
ル
ン
で
の
３
カ
月
間
の
研

修
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
期
の

授
業
を
す
っ
ぽ
か
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
を
巡
っ
て
き
た
。
以
降
、
春
と
秋
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
出
か
け
る
の
が
、
ル
ー

テ
ィ
ン
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
60
回
近

く
に
な
ろ
う
か
。

文
化
の
交
差
す
る
地
に 

魅
了
さ
れ
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
魅
了
さ
れ
た
理
由
は

簡
単
に
は
語
れ
な
い
が
、
文
化
、
歴
史
、

食
べ
物
、
飲
み
物
、
そ
し
て
人
か
。

大
好
き
な
ス
ポ
ッ
ト
は
、
そ
の
文
化

が
交
差
す
る
と
こ
ろ
だ
。
ゲ
ル
マ
ン
と

ラ
テ
ン
、
ゲ
ル
マ
ン
と
ス
ラ
ブ
、
ス
ラ

ブ
と
ラ
テ
ン
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
が
交

差
す
る
と
こ
ろ
に
、
歴
史
が
あ
り
、
食

べ
物
や
飲
み
物
も
品
が
変
わ
り
、
魅
力

的
な
人
と
の
出
会
い
も
多
く
な
る
。
と

く
に
ゲ
ル
マ
ン
文
化
と
ラ
テ
ン
文
化
の

交
差
す
る
場
所
に
は
よ
く
出
か
け
た
。

文
化
の
交
差
、
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
な
ら
、
博
多
名
物
の
明
太
子
だ
。

朝
鮮
半
島
に
暮
ら
し
て
い
た
日
本
人
が

終
戦
後
帰
国
し
て
、
韓
国
で
食
べ
て
い

た
「
た
ら
こ
」
の
キ
ム
チ
を
日
本
人
の

口
に
合
う
よ
う
に
塩
た
ら
こ
と
唐
辛
子

の
入
っ
た
調
味
料
で
漬
け
込
ん
で
作
り

始
め
た
の
が
今
の
日
本
の
明
太
子
の
始

ま
り
。
老
舗
の
や
ま
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
そ
う
書
い
て
あ
る
。

風
景
に
も
文
化
の
交
差
が
あ
る
。
そ

う
感
じ
た
の
は
、
南
チ
ロ
ル
地
方
を
旅

し
た
と
き
だ
。
チ
ロ
ル
は
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
西
部
で
、
北
は
ド
イ
ツ
、
西
は
ス

イ
ス
、
南
は
イ
タ
リ
ア
に
接
す
る
。
中

心
都
市
は
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
。
そ
こ
か

ら
ア
ル
プ
ス
を
越
え
た
南
は
イ
タ
リ
ア

の
ア
ル
ト･

ア
デ
ィ
ジ
ェ
州
に
な
る
。

こ
こ
は
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
ハ
プ
ス

ブ
ル
グ
帝
国
の
版
図
だ
っ
た
。
イ
タ
リ

ア
に
入
っ
て
す
ぐ
の
大
き
な
町
は
、
ボ

ル
ツ
ァ
ー
ノ
。
駅
名
は
ド
イ
ツ
語
で
ボ

ー
ツ
ェ
ン
と
も
表
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
か
ら
州
都
ト
レ

ン
ト
へ
向
か
う
途
中
の
サ
ロ
ル
ノ
（
ド

イ
ツ
語
表
記
ザ
ル
ル
ン
）
で
農
村
風
景

が
一
変
す
る
。
南
チ
ロ
ル
の
南
限
で
、

そ
れ
を
示
す
の
が
言
語
の
境
界
線
で
あ

る
。
北
が
ド
イ
ツ
語
で
南
が
イ
タ
リ
ア

語
を
話
す
。

北
側
の
ド
イ
ツ
系
が
住
む
地
域
は
、

農
家
が
１
軒
１
軒
離
れ
た
散
居
の
形
態

を
と
り
、農
地
も
広
い
。
こ
れ
に
対
し
、

南
側
の
イ
タ
リ
ア
系
が
住
む
地
域
は
、

農
家
が
密
集
し
て
建
ち
ア
パ
ー
ト
メ
ン

ト
形
式
で
、
農
地
も
細
分
化
さ
れ
面
積

も
狭
い
。
住
居
の
壁
の
色
に
も
違
い
が

あ
る
。
北
側
は
白
く
、
南
側
は
い
か
に

も
イ
タ
リ
ア
ら
し
い
暖
色
系
の
色
だ
。

こ
こ
を
ド
ラ
イ
ブ
し
た
こ
と
が
あ

る
。
参
考
に
し
た
の
は
、
講
談
社
現
代

新
書『
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
を
旅
す
る
』

（
加
賀
美
雅
弘
）
だ
。
農
村
景
観
の
違

い
は
こ
う
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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「
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
相
続
法
の
違

い
だ
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
地
域
で
は
ド

イ
ツ
系
住
民
は
一
子
相
続
を
慣
習
と

し
、
農
地
や
家
屋
は
分
割
せ
ず
に
相
続

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
し
ば
し
ば
２
０

０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
継
続
さ
れ
、
旧

家
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
格
付
け
の

基
準
と
も
さ
れ
て
き
た
。
ド
イ
ツ
系
の

農
家
を
訪
ね
る
と
、
州
政
府
よ
る
永
年

世
襲
農
家
の
認
定
証
が
誇
ら
し
げ
に
飾

ら
れ
て
い
る
の
を
よ
く
見
る
。

一
方
、
イ
タ
リ
ア
系
の
住
民
の
間
に

は
均
分
相
続
法
が
浸
透
し
て
い
る
。
農

地
は
相
続
と
と
も
に
、
住
宅
に
は
複
数

の
世
帯
が
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

玄
関
の
表
札
に
は
、
同
じ
性
を
持
つ
世

帯
が
並
ぶ
。
中
庭
に
向
か
っ
て
、
こ
ち

ら
の
窓
は
叔
父
夫
婦
、
あ
ち
ら
は
姪
の

新
居
と
い
う
具
合
だ
。
言
語
の
境
界
線

を
越
え
る
と
、
こ
の
違
い
が
あ
ま
り
に

明
瞭
な
の
に
驚
か
さ
れ
る
」

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン 

へ
の
反
作
用
か

こ
と
し
で
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
発

足
し
て
30
年
目
。
人
、
モ
ノ
、
資
本
、

サ
ー
ビ
ス
の
自
由

移
動
を
実
現
す
る

こ
と
で
、「
欧
州

を
ひ
と
つ
の
ま
と

ま
っ
た
地
域
と
す

る
」
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
シ
ン
グ
ル

･

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
単
一
市
場
）
の
実
現

だ
。
こ
れ
に
併
せ
て
単
一
通
貨
（
ユ
ー

ロ
）
も
導
入
。
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
で
国

境
も
取
り
払
わ
れ
た
。
遠
い
日
本
か
ら

傍
観
し
て
い
た
ら
、
単
一
市
場
や
単
一

通
貨
は
各
地
域
の
文
化
を
融
合
し
て
し

ま
う
の
か
な
と
危
惧
し
て
い
た
ら
、
単

な
る
杞
憂
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
以
前
よ

り
も
増
し
て
地
域
の
文
化
が
Ｅ
Ｕ
域
内

で
の
競
争
と
い
う
形
で
存
在
感
を
示
し

始
め
た
か
ら
だ
。

Ｅ
Ｕ
も
、
そ
の
動
き
を
後
押
し
し
て

い
る
。
１
９
５
８
年
に
締
結
し
た
「
原

産
地
名
称
の
保
護
お
よ
び
国
際
登
録
に

関
す
る
協
定
」（
リ
ス
ボ
ン
協
定
）、
次

い
で
同
協
定
を
２
０
１
５
年
に
改
定

し
、
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
の
地
理
的
表
示
制
度

も
保
護
の
対
象
と
し
た
こ
と
だ
。
Ｇ
Ｉ

制
度
と
も
呼
ぶ
。
農
水
省
輸
出･
国
際

局
の
説
明
を
借
用
し
て
お
こ
う
。

「
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
自
然
的
、
人

文
的
、
社
会
的
な
要
因･

環
境
の
中
で

長
年
育
ま
れ
て
き
た
品
質
、
社
会
的
評

価
等
の
特
性
を
有
す
る
産
品
の
名
称

を
、
地
域
の
知
的
財
産
と
し
て
保
護
」

日
本
で
も
２
０
１
６
年
か
ら
保
護
が

始
ま
り
、
第
１
号
は
「
あ
お
も
り
カ
シ

ス
」
が
登
録
さ
れ
た
。
小
さ
な
食
用
の

果
実
を
つ
け
る
ベ
リ
ー
の
一
種
、
黒
ス

グ
リ
の
こ
と
だ
。
昨
年
10
月
現
在
で
１

ろ
う
。

こ
の
春
、
久
し
ぶ
り
に
イ
タ
リ
ア
を

旅
し
て
み
た
い
心
境
に
駆
ら
れ
て
い

る
。
Ｇ
Ｉ
な
ど
を
ツ
ー
ル
に
農
産
品
の

輸
出
を
増
や
し
、
な
お
か
つ
農
村
が
舞

台
の
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ（
農
家
民
泊
）

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
伸
ば
し
た
成
功

例
を
学
び
直
し
て
み
た
い
。

行
き
先
は
、
日
本
の
Ｇ
Ｉ
で
初
め
て

の
海
外
産
品
と
な
っ
た
生
ハ
ム
「
プ
ロ

シ
ュ
ッ
ト･

デ
ィ･

パ
ル
マ
」の
産
地
、

エ
ミ
リ
ア･

ロ
マ
ー
ニ
ャ
の
パ
ル
マ
に

な
る
か
。

こ
の
地
域
に
は
、
発
酵
を
伴
う
農
産

品
の
Ｇ
Ｉ
登
録
が
多
い
。
パ
ル
マ
近
郊

ジ
ベ
ッ
ロ
の
「
ク
ラ
テ
ッ
ロ
（
生
ハ

ム
）」、
モ
デ
ナ
の
「
ア
チ
ェ
ー
ト･

バ

ル
サ
ミ
コ
（
酢
）」、
エ
ミ
リ
ア･

ロ
マ

ー
ニ
ャ
州
な
ど
の
「
パ
ル
メ
ジ
ャ
ー
ノ

･

レ
ッ
ジ
ャ
ー
ノ
（
チ
ー
ズ
）」
な
ど

地
域
の
代
表
選
手
が
目
白
押
し
だ
。

Ｇ
Ｉ
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
強
力
な

援
軍
と
な
る
。
ツ
ー
リ
ス
ト
が
関
心
を

抱
く
５
つ
の
Ｇ
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

観
光
が
成
り
立
つ
５
つ
の
条
件
と
い
う

解
釈
で
も
よ
い
。筆
者
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、

GREEN

（
自
然
）

GO
U
RM
ET

（
料
理
）

GA
M
BLE

（
カ
ジ
ノ
か
）

GEN
T
LEN

ESS

（
旅
先
の
人
情
）

さ
て
最
後
の
Ｇ
は
？

２
２
産
品
が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
フ

ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
先
発
国
と
比

べ
る
と
ま
だ
少
な
い
。
登
録
産
品
の
海

外
で
の
認
知
度
も
低
い
と
い
う
印
象
を

禁
じ
得
な
い
。

Ｅ
Ｕ
域
内
で
Ｇ
Ｉ
登
録
を
受
け
た
農

産
品･

同
加
工
品
は
、
国
内
消
費
と
域

内
輸
出
が
、
そ
れ
ぞ
れ
4
割
ず
つ
。
残

り
２
割
が
域
外
輸
出
と
い
う
割
合
。
域

外
輸
出
が
も
っ
と
多
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
と
考
え
て

み
た
。
と
っ
さ
に
思
い
つ
い
た
の
は
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
反
作
用
と

い
う
こ
と
だ
。
経
済
が
地
球
規
模
で
拡

が
り
を
持
つ
と
、
逆
に
地
域
が
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
（
主
体
性
）
を
失
わ
ず

に
存
立
し
よ
う
と
す
る
求
心
力
が
働
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ｇ
Ｉ
と
農
家
民
泊
を 

イ
タ
リ
ア
で
学
び
直
し
た
い

ド
ル
円
相
場
で
一
時
１
５
０
円
台
を

つ
け
た
為
替
相
場
は
、
円
高
方
向
に
戻

し
、
現
在
は
小
康
状
態
を
保
っ
て
い
る

が
、
４
月
の
日
本
銀
行
総
裁
人
事
が
落

ち
着
け
ば
、
再
び
円
安
方
向
に
振
れ
て

い
く
可
能
性
が
高
い
。
本
コ
ラ
ム
1
月

号
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
農
村
、
輸

入
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が

象
徴
す
る
よ
う
な
時
代
が
到
来
す
る
だ


